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現 状 保 育 間 伐 収入間伐（1 回目） 一 斉 皆 伐 一 斉 植 栽 収入間伐（2 回目） 

スギ４５年生 スギ６０年生 スギ８０年生 
現行方式（木材生産機能重視） 

新たな森林施業（環境保全重視） 

現 状 保 育 間 伐 

抜き伐り（1 回目） 

スギ４５年生 スギ６０年生 スギ７５～８０年生 

傾斜が緩やかな箇所 

    列 状 伐 採 

傾斜が急な箇所 

    帯 状 伐 採 

分収契約終了 

（森林所有者等が実施） 

（スギ一斉林から→針広混交林化へ） 

抜き伐り（２回目） 抜き伐り（３回目） 

※抜き伐りについては、生育状況に応じて回数を決定する。 

 抜き伐り（択伐）後の天然更新完了確認は５年以内とする。（１回目の抜き伐りを実施した段階で、天然更新が期待できないと判断された場合には、施業方針を転換する。） 

 急傾斜で伐採によりなだれが発生する恐れがある箇所については、帯状伐採を基本とする。 
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